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研究成果の概要（和文）：糖尿病患者の口腔保健行動を看護支援するためのアセスメントシート（口腔内の観
察、口腔保健行動の実施状況や認識･知識、医科歯科での情報伝達の4領域）は糖尿病看護の専門家から有用と評
価され、臨床活用に向けて臨床看護師との具体的な検討の必要性が明らかになった。
　糖尿病患者63名へのアセスメントでは、歯科医師の口腔内診査の承諾の得られた全対象者に歯周病が認めら
れ、糖尿病と歯周病の関係の知識を医科歯科双方への受診の際の情報伝達に活かすための支援の必要性が示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：We developed the Diabetes Oral Health Assessment Tool (DiOHAT), which 
supports the oral health behavior of the patients with diabetes. It comprises 4 domains: “Oral 
health status,” “Perception and knowledge of oral health behaviors,”“Implementation of oral 
health behaviors,” and “Transmission of patient information relevant to their oral health.” 
We assessed 1) how nurses recognize the contents of the DiOHAT and the frequency of its use in 
clinical settings and 2) patients’oral statuses and oral health behaviors. The nurses were not 
inclined to implement all items of the DiOHAT, particularly the items of oral self-care and basic 
oral function, although they recognized their importance. All the patients (who underwent oral 
examinations) had　periodontitis. Despite being aware of the link between periodontal and systemic 
diseases, including diabetes, they did not share their oral and physical conditions with their 
dentists and physicians.

研究分野： 慢性看護学

キーワード： 糖尿病患者　口腔保健行動　看護支援　アセスメント

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
歯周病は糖尿病の第6番目の合併症[1]と

いわれ、糖尿病患者は歯周病になりやすく、
重症化しやすいこと、そして、歯周病の治療
により血糖値がわずかに改善されることが
報告されている[2]。歯周病の発症や悪化予
防には、口腔の自己管理と歯科専門職からの
支援が大切である。しかし、糖尿病患者の口
腔保健行動の実施状況や口腔保健行動に対
する認識についての研究[3]は、我々の知る
範囲においては少ない。また、糖尿病患者の
治療目標を見据えて口腔保健行動を認識と
行動、口腔の機能を含む実態（口腔のフィジ
カル）の３面から簡便にアセスメントできる
項目の報告はない。そして、看護師が糖尿病
患者の口腔保健行動をどのように認識し、ど
のように支援に取り組んでいるか、それらの
実態も明らかにされていなかった。 

 
２．研究の目的 
糖尿病患者が自己管理行動のひとつとし

て口腔保健行動を実施できるように、看護師
が支援する際に用いる簡便なアセスメント
シートを作成するために、以下の事柄を明ら
かにすることを目的とした。 
(1)糖尿病患者の口腔内の状態、口腔保健行
動を簡便にアセスメントすることができる
アセスメントシートを作成し、糖尿病看護の
専門家の評価と実臨床でのアセスメントの
実施頻度を明らかにする。 
(2)引き続き(1)で作成したアセスメントシ
ートの実用版の試用を依頼したときに、試用
した項目と試用に伴う意見を明らかにする。 
(3)看護師の臨床での口腔のアセスメントの
実施の有無と(1)で作成した項目への意見を
明らかにする。 
(4)糖尿病患者の口腔保健行動支援のための
アセスメントシート臨床版を用いたアセス
メントと口腔内診査の実態を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1）糖尿病患者口腔アセスメントシートの作
成と、糖尿病看護の専門家の項目への認識・
実臨床での実施頻度 
①対象者 
糖尿病看護認定看護師および慢性疾患看

護専門看護師(糖尿病看護の専門家)700 人に
送付し、返信が得られた 304 名を研究の分析
対象者とした。 
②調査の方法 質問紙調査（郵送） 
質問紙作成までの過程：糖尿病患者の療養

にかかわる多職種（糖尿病専門医、歯周病専
門医、予防歯科を専門とする歯科医師、管理
栄養士、歯科衛生士、糖尿病看護認定看護師、
看護学の研究家）が集い、専門家会議を開催
し、糖尿病療養の全貌を見据えながら、糖尿
病患者の口腔保健行動の支援について討議
した。そして、歯周病専門医の助言を得て、
アセスメント項目案を作成し、対象者に研究
協力の依頼文書ならびに同意説明文書とと

もに郵送した。 
③調査期間 2014 年 12 月～2015 年 1月 
④調査項目 
 属性、今回作成したアセスメント項目案の
糖尿病患者の口腔保健行動のアセスメント
項目としての有用性、調査時から過去 2週間
程度の期間にそれらの項目についてのアセ
スメントの実施の頻度。 
 
(2)実用版糖尿病口腔保健行動アセスメント
シート（DiOHAT©実用版）の試用と意見 
①対象者 
 先の(1)の研究への調査協力の得られた対
象者に引き続き研究協力が得られる場合に、
(1)の質問紙の返信とは別に添付の葉書に連
絡先を記入して郵送してくださるように依
頼し、返信が得られた 138 名に質問紙を配布
し、再度返信が得られた 47 名を研究の分析
対象者とした。 
②調査の方法 質問紙調査（郵送）：対象者
に質問紙、研究協力の依頼文書、同意説明文
書、研究協力の謝礼を郵送した。 
③調査機関 2015 年 3月～2016 年 3月 
④調査項目 
 属性、DiOHAT©実用版を実臨床での試用の
有無と試用しなかった項目については、その
理由、意見・感想について尋ねた。なお、
DiOHAT©実用版は、実臨床での使用を想定し、
看護師がこの用紙を用いて実際に患者のア
セスメントを行える、または、患者が自己記
入できる患者用と、看護過程の中で、看護診
断や看護目標、ケア計画とともにアセスメン
ト事項を提示した看護師用を作成した。 
(3)DiOHAT©日本語版に掲載している項目の
実臨床でのアセスメントの実施状況と意見 
①対象者 
 先の(1)(2)の研究結果を踏まえ、糖尿病看
護系の学会で口腔ケアの交流集会を2015年9
月に開催した。その際に口腔保健行動をアセ
スメントする簡便なアセスメントシートを
現在、開発中であることを述べたところ、「出
来上がったら教えてください」との意見を頂
いたため、交流集会から約 1 年後に DiOHAT©
を一部修正した日本語版（表）を送付した。
このときに、臨床の方から忌憚のないご意見
を教えて頂きたい旨の調査協力依頼文書を
同封し同意が得られた方を対象とした。 
②調査の方法 質問紙調査（郵送）：質問紙、
研究協力の依頼文書、同意説明文書 
③調査期間 2016 年 9月～12 月 
④調査項目 
属性、DiOHAT©日本語版の項目に関する普

段のアセスメントの実施の有無と実臨床で
の使用の可能性、意見・感想である。なお、
交流集会では、糖尿病での口腔アセスメント
の中でも特に歯の総数を確認することの重
要性および確認の方法について、約 5分の講
義を行った。その後、ファシリテーター役の
進行のもと、参加者間で日常の口腔保健行動
の支援についてグループ討議を 35 分行った



後、全体で情報を 15 分間で共有した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(4) 糖尿病患者の口腔保健行動支援のため
のアセスメントシート(DiOHAT©臨床版)を用
いた看護アセスメント結果の実態 
①糖尿病のために外来・病棟で加療中の患者 
②調査の方法 面接調査と口腔内診査（同意
説明文書を用いて説明後、文書での同意を得
て実施） 
③調査期間 2015 年 12 月～2017 年 3月 
④調査項目 
 属性（年齢、性別、糖尿病の種類、現在の
治療方法、HbA1c 値、合併症、糖尿病罹病期
間）、DiOHAT©臨床版について行った。患者の
希望により、自己記入もしくは研究者が聞き
取りを行った。口腔内診査は、地域歯周疾患
指数（CPI）、現在歯数、義歯の有無とした。 
(5)分析方法 
量的データでは、因子分析は、主因子法、

回転法はバリマックス法で、4因子に設定し
て解析した。因子負荷量は 0.30 以上の項目
を採用した。アセスメント項目毎の必要性の
認識得点と実施状況得点を比較するために、
対応のあるｔ検定を、歯周病の重症群と軽症
群に分けた分析やその他の分析において
Fisher の正確確立検定行った。解析ソフトは
IMB SPSS Statistics Base 23.0, Exact Test 
for Windows を用い、統計的有意水準を 5％
とした。 
質的データは意味内容ごとに抽象化しサ

ブカテゴリー、カテゴリーの形式でまとめた。 
(6)倫理的配慮 
本研究は、徳島大学病院臨床研究倫理審査

委員会での承認を得て実施した(申請番号
2042,2042-1～6; 2113,2113-1～5)。 
 
４．研究成果 
（1）糖尿病患者口腔アセスメントシートの
作成、糖尿病看護の専門家の項目への認識と
実臨床での実施頻度 
304 名から協力が得られた（回収率 43.4％）。

確証的因子分析の結果、Factor１：口腔内の

状態（α＝0.874）、Factor 2：口腔ケアの実
施状況（α＝0.890）、Factor 3：歯科受診・
受療行動時の情報伝達（α＝0.862）、Factor 
4：口腔ケアについての認識と知識（α＝
0.793）の４因子となり、構成概念妥当性が
確認できた。全アセスメント項目に対する
Cronbach's alpha coefficient は 0.932 であ
り十分な信頼性が確認できた。全項目で実施
得点が認識得点よりも有意に低かった
(p<.001)。また、アセスメント項目の中でも
「歯の総数」は 21 項目中で最も低かった。 
以上より、口腔状態や口腔保健行動のアセス
メントを必要と認識しながらも、実施してい
ない実態が明らかになった。特に「歯の総数」
は歯周病などで歯を失った履歴や現在の咀
嚼力をはじめとする重要な情報源であるた
め、重要性を周知する必要性が示唆された。 
(2)実用版糖尿病口腔保健行動アセスメント
シート（DiOHAT©実用版）の試用と意見 
患者の口腔自己管理状況や口腔機能の基

盤事項をアセスメントする項目の試用が低
かった。自由記述での意見は【活用に向けた
意見】【アセスメント実施の効用】【看護師役
割の検討】の３つに分類できた。以上より、
糖尿病患者の口腔保健行動の支援に向けて、
口腔をアセスメントする際の重要項目を周
知する活動の必要性ならびに、歯科専門職者
との役割分担と連携のあり方についても検
討する必要性が示唆された。  
本研究の一部は第 21 回日本糖尿病教育・

看護学会学術集会でAWARD21受賞研究として
発表した。糖尿病患者の口腔保健行動の支援
の大切さが専門家集団で認められ参加者の
関心を得たことは患者ケアへの還元に向け
て大きな成果であったと考える。 
(3)DiOHAT©日本語版に掲載している項目の
実臨床でのアセスメントの実施状況と意見 
対象者は 16 名(回収率 53.3％)で、全員女

性で年齢は 46±8 歳、看護師経験年数 23±8
年、糖尿病看護認定看護師、糖尿病療養指導
士資格保有者であった。実施率が高かった項
目は、「入れ歯」「糖尿病と歯周病の関係」「定
期歯科検診」「口腔内の観察」であった。一
方、低かった項目は「咬合状態」「歯茎の腫
れ」「歯と歯茎の境目の歯磨き」「口腔内の鏡
での観察」「歯科受診時に自己血糖測定値の
情報提供」であった。自由記述ではアセスメ
ントに際しての「知識不足」や「口腔観察へ
の患者や同僚看護師の協力の難しさ」「歯科
衛生士と連携した取組みが必要」「アセスメ
ント項目のポスターとしての提示案」などが
あった。 
口腔に関心の高い集団でも機会を捉えて

情報発信を継続する必要性および、口腔アセ
スメントの項目ごとの実施頻度の検討を行
うことの必要性も示唆された。 

1 口腔内の状態（発赤・びらん・舌苔・その他　　　　　　　　　）

2 歯の総数（入れ歯やブリッジ、インプラントは含まない）

3 歯磨き時の出血

4 歯ぐきが腫れた経験

5 口臭の自覚

6 入れ歯（総入れ歯・部分入れ歯）

7
自分の歯もしくは入れ歯を使って、奥歯をしっかりと噛みしめることができ
るか

8 口腔ケアはいつから取り組んでも遅くないことに対する患者の認識

9 自分の歯の状態についての患者の気持ちや思い

10 歯周病と糖尿病などの全身疾患との関係についての患者の知識

11 歯と歯ぐきの境い目の歯みがきの実施

12 1本ずつの歯に対する丁寧な歯磨きの実施

13 補助用具（歯間ブラシ、デンタルフロス等）の使用

14 口腔内（歯や歯ぐき、頬粘膜、舌など)を鏡で見ているかどうか

15 歯科医院などで歯磨き指導を受けた経験

16 １年に１回以上の歯科での定期健診

17 歯科受診時に糖尿病連携手帳の提示

18 歯科受診時に血糖自己管理ノートの提示

19 歯科受診時にお薬手帳の提示

20 歯科受診結果を糖尿病の主治医に情報提供

21 歯科受診結果を糖尿病領域の看護師への情報提供

表　糖尿病患者の口腔保健行動アセスメント項目

視
診
項
目

問
診
項
目



(4) 糖尿病患者の口腔保健行動支援のため
のアセスメントシート(DiOHAT©臨床版)を用
いた看護アセスメント結果の実態 
対象者 63 名のうち、歯科医師の口腔内診

査の承諾が得られた全員に歯周病が認めら
れた。図のように、対象者は、歯周病と糖尿
病との関係は約 80％が知っていたが、歯科受
診時に糖尿病連携手帳の提示は少なく、歯科
受診結果を糖尿病の主治医や看護師に情報
伝達している人も僅かであった。以上より、
安全に歯科治療を受けるために、患者が主体
的に自分で糖尿病連携手帳等を用いて医科
歯科双方で情報提供を行うことの重要性を
周知するとともに医療者間の情報連携の必
要性が示唆された。研究成果の臨床還元をめ
ざし連携研究者の歯科医師の協力を得て研
究協力施設の看護師に報告した。 

 
 本研究で作成したアセスメントシートが
臨床で糖尿病患者の口腔保健行動を簡便に
アセスメントするために活用されるために
は使用者である臨床看護師の意見や患者の
実態を見据えて改良を重ねる必要性も明ら
かになった。 
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